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第７８９号 ヤスクニ通信 ２０２０年１０月１１日 

日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会 

 
＜祈りのすすめ＞ 
 
わたしはお前たちの先祖をエジプトの地から導き出したとき、わたしは焼き尽くす献げ物やいけにえに
ついて、語ったことも命じたこともない。むしろ、わたしは次のことを彼らに命じた。「わたしの声に聞
き従え。そうすれば、わたしはあなたたちの神となり、あなたたちはわたしの⺠となる。わたしが命じ
る道にのみ歩むならば、あなたたちは幸いを得る。」（エレミヤ書 第７章２２，２３節） 
 
                          

主なる神を礼拝するために神殿に集ってくるユ
ダの⼈々に、預⾔者エレミヤが語りかけている⼀
連の⾔葉の⼀節です。他の預⾔者も厳しい祭儀批
判を⾏ないました。その理由は、たんに「⼼がこも
っていない」形式主義だという類

たぐ
いの批判ではあ

りません。「正義を洪⽔のように、恵みの業を⼤河
のように、尽きることなく流れさせよ」（アモス５：
２４）とあるように、倫理的律法が求める社会的正
義と公正、愛と憐みを無視しているゆえでした。エ
レミヤの場合もその点は共通ですが、他の預⾔者
らの枠を突破して、祭儀そのものを神は命じてい
ないと断⾔するほどの極端な主張となっています。 
 それは当然ながら深刻な疑問を引き起こします。
祭儀の規定が、出エジプト記やレビ記などに神か
ら命じられたものとして、歴然と存在しているか
らです。それで、ここでの献げ物や犠牲は⾃由な任
意のもので祭儀全体ではないとか、モーセは倫理
的戒めを与えたが祭儀は彼の死後に定められたと
か、エレミヤはシナイ契約に⽴っていたなどの説
明が試みられてきました。しかし、どれも全⾯的に
納得できるものではありません。 
 それらの中で、もっとも妥当と思われるのは、同
じ命令⽂でも⼗戒などの倫理的律法と祭儀規定と
はその性格が異なる、との区別です。すなわち、倫
理的律法が「神の戒め（声、⾔葉）」であり、それが

厳密な意味での「命令」「要求」であり最優先される
べきであって、他⽅、祭儀規定は神の「提供」「指⽰」
という従属的な性格であるとの⽰唆です（P.D.ミラ
ー）。たしかに、「主が喜ばれるのは、焼き尽くす献
げ物やいけにえであろうか。むしろ、主の御声に聞
き従うことではないか」（サムエル記上１５：２２a）
とあるように、聖書に⼀貫している区別といえます。 
 罪の奴隷から解放してくださった神と契約を結
び、倫理的律法に⽰された神の声に聞き従うことが
幸いを得る道です。しかし、⼈は⽇々罪を犯してし
まう現実があります。そうしたときに、悔い改めて
⽴ち返る⼿⽴てを神ご⾃⾝が提供してくださった
のが祭儀的規定だということです。罪によって分断
された神と⼈、⼈と⼈との交わりが、贖われ、赦さ
れ、償われ、和解と感謝へと導く⼿⽴てを⽰すのが
祭儀です。 
 その祭儀を、⾃分たちの罪を悔い改めず、隠ぺい
し、正当化するために悪⽤するならどうでしょうか。
戦争などの政治的、社会的罪過をごまかし、美化す
るために宗教的祭儀が利⽤されてきました。そのと
きに良⼼と信教の⾃由が侵害されるのです。 

主イエスがご⾃⾝の罪なき命を捧げてくださっ
たのは、わたしたちの罪を贖い、神の赦しと和解を
与え、わたしたちがただ神の戒めにのみ従い、永遠
の命にあずかるためです。                                        

 
＜祈り＞ 全能の⽗なる神、あなたの御⼼にさからい、隣⼈を愛さない罪と悪とからわたしたちを守って
ください。罪を犯したとき、あなたのみ前に赦しを求め、悔い改める柔らかい素直な⼼をお与えください。
あなたが恵み深い神であることを信じます。主イエスの御名によって祈ります。アーメン。  

(古賀清敬、こが・きよたか; ⼤会靖国神社問題特別委員、北海道中会教師)  
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      新シリーズ『いま なぜ ⼤嘗祭か』を読みなおす（２０）  
                               川越 弘（沖縄伝道所牧師） 
 

Q18 教会では天皇の戦争責任問題をどのように考えますか？ 
 
Ａ ⼀⼈の⼈間の⽣涯は罪⼈として神の前に問われます。それはどのような⼈間に対しても同じです。

その⼈が⺠衆を治める特別な責任を持っていたのであれば当然その責任が問われるのです。戦争責任を
考えるときに、それと関わったすべての⼈が、⾃らの責任を認識し、その過去の責任を引き受ける決意
がなければなりません。しかし、あの戦争の責任をそれに関わったすべての者が問われることで、当時
の最⾼責任者であった天皇の責任が解消されるわけではありません。むしろ個々⼈が⾃⼰の戦争の責任
を、特に加害者としての責任を真剣に追及し、明らかにしようとするならば、天皇の戦争責任を問わず
にはすまされないのです。 

わが国はアジア近隣諸国を侵略し、⺠衆の⽣活を破壊し、⼆千万⼈を上回る⽣命を奪いました。この
事実を前に、わたしたちは単に個⼈の戦争体験や内⾯的な領域に限られた反省ということにとどまって
はなりません。この悲劇に⾄った戦争構造全体を根源的に問い、これを繰り返すことが決しておこらな
いよう努⼒することが求められています。 

ですから教会は問いただします。天皇には、まずひとりの⼈間であるゆえの責任があります。⽇本の
最⾼責任者であり、軍国主義体制の頂点にいた者としての責任があります。たとえ当時現⼈神とされて
いたとしても、その責任が問われないと法的に規定されていても、また連合国が東京裁判でその責任を
問わないことにしたとしても、この問題は神と⼈との前にあいまいにされてはなりません。 
政府は、いまなお残されている戦後責任を果たさなければなりません。また新天皇は、前天皇の戦争
責任を道義的には継承する者として、アジア近隣諸国をはじめすべての⼈々と接することが必要です。
キリスト者が天皇の戦争責任を問わずにすませるならば、それは新たな天皇の神格化に与することとな
るでしょう。 
 
新 Q18-1 「天皇の戦争責任」の神学的論点はどうい

うことでしょうか？ 

Ａ「天皇の戦争責任」については、上記に記され
ておりますので、次に問われるべきことはその神
学的論点です。「わたしのほかに神とすべからず」。
これは信仰者の⼤前提です。真の神を神とする時、
真の⼈間性が育てられます。偶像礼拝は⼈間を奴
隷化します。天皇を現⼈神として洗脳されていた
⽇本⼈は、アジア近隣諸国を侵略し、⺠衆の⽣活
を破壊し、2000万⼈を上回る⽣命を奪い、⽇本⼈
300万⼈以上が命を落としました。偶像礼拝によ
って⼈間性が消失していたからです。今の⽇本⼈
も、戦争への反省が乏しく本質的にそれとほとん
ど変わっておりません。 
 

新 Q18-2 キリストの体としての共同体という論点も欠

けていたのではないでしょうか？ 

Ａ ⽇本の教会は天皇制と信仰の戦いをしてきま
したが、⾜りないものでした。その体質は今も抜

け切れておりません。教会はキリストの体です。
信仰の共同体です。キリスト個⼈と私個⼈だけが
結びつくことはあり得ないのです。私たちの信仰
と救いは、キリストの体の中に⼊れられているか
らです。このキリストの共同体は、戦時中の教会
が挫折した罪責を背負っております。「体の⼀部
分が痛めば、私の痛みとなる」からです。75年経
た今⽇の教会が⼤きな痛みをもって受け継ぐこ
とは、キリストにある⼀つの共同体だからです。 
 

新 Q18-3 教会の宣教は、神から問われている戦争

の罪責性をこの世に語ることではないでしょうか？ 

Ａ 教会はこの国の侵略戦争の罪責性を語ること
以上に、教会⾃⾝が戦争に同意し加担し、積極的
に推し進めてきた罪を深く認識することです。私
たちは、⼈よりも神から罪責の根本を問われてお
ります。この根本の問題を、この世の⼈々に語る
ことです。これが教会の宣教です。ここから⽇本
⼈の⼈間性の回復がもたらされるからです。 
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＜ 誌上協議会 ＞ 
第 786 号（2020 年 7 ⽉号）に掲載された⼩塩海平委員の⼩論考に対し、札幌豊平教会の武藏学⻑⽼から寄

せられた批判意⾒を第 788 号（2020 年 8 ⽉号）に掲載致しました。以下に武藏⻑⽼に対する⼩塩委員からの
応答を紹介します。当委員会はこの問題に対する指針を提⽰する意図はなく、あくまでも参考として下さい。
 
武藏⻑⽼の疑問への応答             東京告⽩教会⻑⽼ ⼩塩海平  

 
拙稿に対して、医療現場の第⼀線に⽴つ⽅からの貴重なご意⾒を寄せていただき、⼼より感謝申し上

げます。さらに議論が深まることを願って、以下に若⼲の応答をさせていただきたいと思います。 
１）私は「時と所を定め、牧師と⻑⽼が礼拝を守ってオンラインで配信し、訪問者があれば対応する

⽅策は決して教会の⾃殺⾏為などではない」との主張に同意します。ただ拙稿では教会が礼拝をやめる
ことを⾃殺⾏為と書いたのであって、礼拝が守られているならば、オンライン配信の有無にかかわらず
教会の⾃殺⾏為であるとは考えません。この点は、誤解しないでいただきたいと思います。 

２）拙稿の要点の１つは、「あらゆる⼈に対して、教会が⾨⼾を開いているべき」ということでした。
そもそも礼拝（レイトゥルギア）とはレイ（⺠）のエルゴン（つとめ）であり、⺠が召し集められるか
らこそ教会（エクレシア）が成⽴することを確認しなければならないと思います。この点については「牧
師と⻑⽼が礼拝を守ってオンラインで配信」する礼拝が、レイ（⺠）の召集といえるかどうか、さらに
吟味が必要だと思います。つまり、⺠の召集は、牧師と⻑⽼のみに限定されてはならないと思うのです。 

３）「礼拝を守ることと感染リスクを減じることは同時に希求されなければならない」という主張に
も同意します。しかし、「⾃分を愛するようにあなたの隣⼈を愛せよ」という戒めの履⾏が、「牧師と⻑
⽼が礼拝を守ってオンラインで配信」する礼拝様式に帰結するかどうかは疑問に思います。牧師と⻑⽼
を隣⼈の別枠で扱ってよいのでしょうか。また「隣⼈を愛すること」は、隣⼈の感染リスクを減じるだ
けでなく、隣⼈の礼拝を守る権利が損なわれないようにすることをも要請するのではないでしょうか。 

４）私は、教会（エクレシア）の礼拝（レイトゥルギア）においては、牧師と⻑⽼だけでなくすべて
の⺠に召集があることを宣⾔した上で、それにどのように応答するかは、召集を受け取ったものに委ね
られるべきではないかと考えます。その上で、招きに応えられない⼈のためにどのような配慮をなすべ
きかを、⼩会が祈って考え、知恵を出し合うことが必要なのだと思います。すでに各教会で⼯夫され、
取り組まれていることと思いますが、それはオンライン配信にもなり得るでしょうし、説教原稿や録⾳
資材の配布になるかもしれません。このようなことは、コロナ禍の如何にかかわらず、さまざまな事情
で礼拝に集えない者たちに対する⼩会のつとめだと思います。 

                                         
 
＜⼤会靖国神社問題特別委員会の評価と展望＞（以下の⽂章は、⼤会に提出した報告の⼀部です）  

継続して検討してきた⽇本キリスト教会の戦争責任告⽩については、第６９回⼤会に「⽇本キリスト教会
の戦争罪責告⽩」として建議案提出したが、議⻑預かりとなっている。その後、第６８回九州中会（2020 年
３⽉）では「戦争罪責の悔い改めの宣⾔」が決議され、復活節礼拝で中会内のすべての教会・伝道所の講壇
から宣⾔を朗読することも決議された（コロナ禍のため８⽉第三主⽇に実施）。こうした動きを含めて委員会
としての協議をできないままであるが、他の誰でもなくわたしたち⽇本キリスト教会⾃⾝の、神と隣⼈に対
する戦争罪責告⽩が⽋落してきたのではないかとの共通認識は変わっていない。 

考察すべき課題の⼀つに、すでに圧倒的多数が戦争の直接的体験者ではないという事実がある。それには、
後代の者の後付け的批判になり、あるいは遠慮がちな間接的表現で済ませてしまうという誘惑がつきまとう。
しかし、「わたしたちの罪と⽗祖の悪⾏のために、エルサレムもあなたの⺠も、近隣の⺠すべてから嘲られて
います」（ダニエル９：１６ｂ）と捕囚⺠ダニエルが先祖の罪をあくまで⾃分⾃⾝の罪としても告⽩したよう
に、神の前における世代間の責任継続性（出２０章５，６節、マタイ２３：２９−３３、他）の⾃覚を聖書は
促している。また戦後のわたしたちの世代⾃⾝の悔い改めてこなかった責任、それを靖国神社国家護持阻⽌
や在⽇⼤韓基督教会や韓国・台湾教会との交わりの中で知らされてきた恵みに感謝しつつ、この根本課題に
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取り組みたい。 
沖縄の辺野古新基地建設は、軟弱地盤が確認され膨⼤な追加費⽤と歳⽉がかかると明らかになってもなお
安倍政権は撤回しようとしない。これは、突然のイージス・アショア停⽌と⽐して沖縄県の住⺠がいかに差
別されているかを露⾻に⽰している。⽶軍基地でコロナ感染者が多発しても、その実態すら知らされないで
感染の脅威にさらされたままである。 

⽇本で唯⼀地上戦がなされた沖縄戦の実態を知ること、また今なお差別的扱いを受けている現状を変える
べく苦闘している⼈々の声を聴くことは、⽇本全体が再び戦争へと向かわないための必須条件である。 
 

＜ヤスクニ問題関連ニュース＞    ＊印コメントは報告者；古賀清敬 

〇 広島県知事、核抑⽌論を否定 
湯崎英彦知事が今年の８⽉６⽇の広島平和式典で

⾏った平和宣⾔の⼀部です。 
 「なぜ、我々広島・⻑崎の核兵器廃絶に対する思い
はこうも⻑い間裏切られ続けるのでしょうか。それは、
核による抑⽌⼒を信じ、依存している⼈々と国々があ
るからです。しかしながら、絶対破壊の恐怖が敵攻撃
を抑⽌するという核抑⽌論は、あくまでも⼈々が共同
で信じている「考え」であって、すなわち「虚構」に
すぎません。万有引⼒の法則や原⼦の周期表といった
宇宙の真理とは全く異なるものです。それどころか、
今や多くの事実がその有効性を否定しています。⼀⽅
で、核兵器の破壊⼒は、アインシュタインの理論どお
りまさに宇宙の真理であり、ひとたび爆発すればその
エネルギーから逃れられる存在は何⼀つありません。
したがって、そこから逃れるためには、決して爆発し
ないよう、つまり、物理的に廃絶するしかないのです。
幸いなことに、核抑⽌は⼈間の作った虚構であるが故
に、皆が信じなくなれば意味がなくなります。つまり、
⼈間の⼿で変えることができるのです。」 
＊安倍⾸相（当時）はじめ参加者にどう納得してもら
えるか、懇切に語りかける⾔葉ですね。 
〇 ⼤嘗祭のコメ収穫、知事出席は「政教分離違反」 
京都府に住⺠監査請求 
 昨秋に⾏われた天皇即位に伴う「⼤嘗祭（だいじょ
うさい）」の諸儀式に、京都府の⻄脇隆俊知事らが公務
で参列したのは憲法で定める政教分離の原則に反する
として、府内の⼤学教員や宗教関係者ら１２⼈が２１
⽇、公費約４６万円の返還を求めて府監査委員に住⺠
監査請求を⾏った。・・・請求⼈代表の菱⽊政晴さん（７
０）は「天皇代替わりの儀式は違憲⾏為のオンパレー

ド。それを明らかにすることは、⽇本国憲法の中で暮
らす者の責務だ」と述べている。…（京都：８，２１）  
〇 安倍⾸相が靖国神社に参拝 「退任を英霊にご
報告」 
 １６⽇に内閣総辞職した安倍晋三前⾸相が１９⽇、
東京・九段の靖国神社を参拝した。⾃⾝の公式ツイッ
ターやフェイスブックなどで明らかにした。公式ツイ
ッターには「今⽉１６⽇に内閣総理⼤⾂を退任したこ
とをご英霊にご報告いたしました」と投稿した。安倍
前⾸相の参拝は、⾸相在任中の 2013年 12 ⽉ 26 ⽇以
来、約７年ぶり。…（朝⽇：９，１９） 
＊これまで控えていたのはウソでした、私は嘘つきで
すと居直る意趣返しもさながら、戦没者（軍⼈・軍属）
への追悼というより、「退任報告」としているのに要注
意。戦没者を「英霊」と祀り上げるだけでなく、就退
任を報告すべき対象にまで変容させ、靖国神社の位置
を⾼めようとしている。天皇が伊勢神宮に奉告するの
に模しているのでは。 
〇 「平穏無事」願い込めて 函館⻄⾼書道部が奉
納揮毫 
 国連が定める「国際平和デー」の２１⽇、函館護国
神社（⼤橋幸⽣宮司）で函館⻄⾼校書道部（顧問・天
満⾕貴之教諭）による世界平和と新型コロナウィルス
終息を願う奉納揮毫（きごう）が⾏われた。…国内外
で書道など和⽂化を通じて、地域活性化や平和思想の
発信に取り組む「和プロジェクト TAISHI」（愛知）が
同⽇全国⼀⻫に⾏った取り組みで、今年で４回⽬。全
国４８の護国神社と靖国神社（東京）、広島、⻑崎の平
和公園を会場に、各地の書家と全国４７校の⾼校書道
部員が揮毫に臨んだ。この⽇は揮毫前に部員らが参拝
し、⽟串を納めた。…（函館：９，２２）  

＜編集後記＞新たな靖国・天皇制の刷り込みが着々と⾏われている/「国⺠」がやたらと頻⽤され、外国
籍住⺠は関⼼外/⼤坂なおみ選⼿の⼈種差別抗議に賛意
を送るも在⽇外国⼈差別への反省にはつながらない。賛
意のツイッターを批判に屈し削除した国会議員も。差別
より権⼒維持が⼤事らしい。（K⽣） 
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